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rニ官

二
月
二
一
同
、
節
分
の
朝
、
あ
い
に
く
外
は
、

こ
の
冬
匂
度
目
の
積
雪
。
常
・
永
保
育
園
で
は
、

台
分
で
作
っ
た
鬼
の
'お
面
を
着
け
て
、
園
児
ム
ハ

O
人
が
元
気
い
っ
ぱ
い
に
豆
ま
き
を
行
い
ま
し

た。
本
末
節
分
は
、
立
春
、
立
夏
、
立
秋
、
え
え
、

の
四
季
の
節
目
の
前
夜
祭
?
」
と
で
、
咽
屠
で

は
、
立
春
か
ら
新
し
い
年
が
始
ま
り
、
節
分
が

年
の
最
後
の
同
と
考
、
え
ら
れ
ま
し
た
。

園
児
ら
は
、
小
野
間
園
長
先
生
か
ら
「
泣
き

虫
鬼
、
意
地
悪
鬼
は
い
な
い
か
な
。
鬼
の
大
嫌

い
な
豆
を
ま
い
て
元
気
な
よ
い
子
に
な
り
ま
し

ょ
う
ね
」
と
お
話
を
聞
き
、
用
意
し
た
福
豆
で

「
鬼
は
外
、
一
禍
は
内
」
と
大
声
で
叫
び
な
が
ら

心
の
中
に
往
ん
で
い
る
悪
い
鬼
は
出
て
い
け
!

と
ば
か
り
に
豆
を
ま
さ
鬼
を
追
い
私
っ
て
い
ま

し
た
。

一
自
然
と
調
和
し
た
、

一
文
化
を
育
て
、
豊
か

一
た
が
い
に
助
け
あ
い
、

つ
く
り
ま
す

一
心
と
体
を
き
た
え
、

一
さ
ま
り
を
守
り
、

、
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本
町
の
母
子
愛
育
会
主
催
に
よ
る
第
十
三
回
健
康
ま
つ
り
が
、
叶

一
一
月
一
目
、
総
合
会
館
で
盛
大
に
聞
か
れ
ま
し
た
。
叶

今
年
の
テ

l
マ
は
「
こ
の
一
目
、
自
分
の
健
康
を
、
明
日
を
一
ー

に
な
う
子
ど
も
の
健
康
を
、
地
域
の
健
康
を
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
」
と
、
町
民
の
み
な
さ
ん
多
数
の
参
加
の
中
、
式
典
や
展
示
、
H

検
診
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
、

愛
育
会
の
高
野
久
枝
会
長
が
「
各
地

域
の
健
康
を
皆
で
考
え
る
機
会
に
し

て
下
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、

泉
町
長
が
「
心
の
健
康
、
体
の
健
康
、

社
会
の
健
康
の
三
つ
を
基
本
柱
に
」

と
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
、
乙
の
後
、

よ
い
子
の
歯
の
五
才
児
表
彰
が
行
わ

れ

ま

し

た

。

(

敬

称

略

)

保
護
者

勝
人功

健
志

和
夫誠

氏

名

都

築

直

也

角

野

勇

人

佃

健

太

郎

中

込

広

子

深

沢

悟

地

区

西

条

二

区

西

条

一
区

西

条

二

区

西

条

一
区

西

条

二

区

A. r第 13回昭和町健康まつり J
(総合会館にて)

一式典でお祝いの言葉を述べる泉町長一

曽

根

愛

美

小
野
原
久
仁
子

大

前

春

香

蒔

田

敏

行

高

橋

勇

樹

青

山

智

也

大

山

泰

司

野

沢

喜

子

中

山

太

介

川

端

理

恵

米

長

干

陽

敬 健時克和仁
勇 有 仁 司 男 己 重志 一 誠

河 西

条

一

区

清

水

新

居

西

条

新

田

紙

漉

阿

原

築

地

新

居

上
河
東
二
区

ノソ

A高野愛育会長から表彰を受ける「むし歯の

ない 5才児」のチビっ子たち

各
会
場
で
は
、
西
条
畑
区
の
「
豊
か

な
老
後
の
た
め
に
」
、
押
原
地
区
の
「
骨

折
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
、
常
永

地
区
の
「
子
ど
も
の
虫
歯
予
防
を
考
え

る
」
等
、
各
地
区
愛
育
会
の
活
動
記
録

や
衛
生
委
員
会
の
集
計
し
た
成
人
病
の

検
診
結
果
と
母
子
に
関
す
る
統
計
資
料

が
展
示
さ
れ
、
栄
養
改
善
推
進
委
員
会

に
よ
る
乳
製
品
を
使
っ
た
お
や
つ
の
試

食
会
や
み
そ
汁
の
塩
分
測
定
な
ど
も
行 西

しを体行歯査れ無状松立 わ
た改力わみや、料線先甲検れ
。め測れが歯ー検・生府診好
て定まき科般診乳 iζ 病で評
認もし指検健ががよ院はで
識 行 た 導 診 康 開 ん る の、し
し い 。 も 、 診 か の 甲村市た
た、ま

人自た
も分
多の二
い体階
よ力で
う年は
で齢

企私の肺活量の年齢は・・

(体力測定で)

、h

A毎日、歯みがきしてるかな

新
し
い
総
合
会
館
を
会
場
に
開
催
し
ま

し
た
が
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

多
勢
の
方
々
が
参
加
し
て
下
さ
り
大
盛

況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
る
乙
と
が
で
き

m

ま
し
た
。
ま
た
、
乙
の
催
し
は
、
愛
育
川

の
班
員
相
互
の
研
修
の
場
で
も
あ
り
、
リ

今
年
は
、
各
地
域
ご
と
に
「
豊
か
な
老

k

後
の
た
め
に
」
「
骨
折
に
つ
い
て
」
「
子

ど
も
の
歯
の
健
康
を
考
え
る
」
の
テ
ー

マ
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
問
題

点
の
対
策
を
把
握
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

乙
れ
ら
を
課
題
に
活
動
を
よ
り
い
っ
そ

う
進
め
て
行
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

お
ま
つ
り
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
経
済
課

に
よ
る
米
消
費
拡
大
コ
ー
ナ
ー
が
聞
か

れ
、
お
寿
し
の
食
べ
放
題
や
米
一
同
が

無
料
で
配
布
さ
れ
、
た
い
へ
ん
な
人
気

を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
温
泉
も

無
料
開
放
さ
れ
、
今
日

一
日
、
自
分
の

健
康
、
子
ど
も
の
健
康
、
地
域
の
健
康

を
考
え
る
有
意
義
な
機
会
と
な
っ
た
よ

う
で
す
。

健
康
ま
つ
り
を
終
え
て
ー

愛育会々長

高野久枝氏

昭
和
町
の
健
康
ま
つ
り
は
、
「
乙
の

一
日
は
、
地
域
や
自
分
の
健
康
を
考
え

る
機
会
に
」
と
、
ま
た
「
地
域
の
愛
育

活
動
を
理
解
し
て
い
た
だ
乙
う
」
を
目

的
と
し
て
今
年
で
第
十
三
回
目
を
迎
え

る
乙
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年

は
、
昨
年
四
月
に
完
成
し
た
ば
か
り
の
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到
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重

柔

操

や
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体

加

節

婦

増

関

妊

の

や

の

重

肉

め

吋
体

筋

た

i

企

精
神
的
に
も
、
体
力
的
に
も
弱
く
不
安

の
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
妊
婦
さ
ん
が

ル
4
4

一
非
常
に
多
く
い
る

!
1
j
ト

紅

乙

と

で

す
。
人
間

遡
箇
・
圏
4

恵
の
健
康
は
、
す
乙

麟
箇
圃
園
開
聞

ザ
正
や
か
な
誕
生
か
ら

1
1
!
?

れ
味
始
ま
り
ま
す
。
母

h
E

五
乳
は
、
赤
ち
ゃ
ん

に
と

っ
て
最
も
よ
い
グ
ち
ち
4

で
す

U

良
い
お
産
の
で
き
る
乙
と
を
願

っ
て

今
日
も
妊
婦
体
操
の
足
は
軽
い
・
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あ報 は れ十産乙すにに
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av
安
産
教
室
巳
参
加
し
て
A
V

先
生
の
話
を
伺
っ
て
、
い
か
に
母
乳

が
大
切
で
あ
る
か
分
か
り
ま
し
た
。
長

女
の
時
は
、
混
合
で
し
た
の
で
、
何
か

と
す
ぐ
に
風
邪
を
ひ
き
や
す
く
病
院
に

よ
く
通
っ
て
い
ま
し
た
。
二
番
目
は
、

必
ず
、
母
乳
で
し
っ
か
り
と
育
て
た
い

と
思

っ
て
い
ま
す
。

五
味
先
生
か
ら
母
乳
の
乙
と
、
ま
た

簡
単
に
で
き
る
妊
婦
体
操
も
教
え
て
い

た
だ
き
、
「
乙
れ
な
ら
家
の
中
で
も
出

来
る
」
と
思
い
、
さ
っ
そ
く
実
行
し
て

い
ま
す
。
妊
娠
中
に
体
を
動
か
す
乙
と

が
こ
ん
な
に
良
い
乙
と
な
の
か
と
分
り

大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

ん

区

さ
二

子

東

智
河

美

上

藤佐

今
回
二
度
目
の
妊
娠
で
す
が
、
改
め

て
乙

の
教
室
を
受
講
し
、
よ
り
い
っ
そ

う
妊
娠
、
そ
し
て
お
産
を
自
分
の
も
の

と
し
て
マ
ス
タ
ー
す
る
事
が
出
来
ま
し

た
。
生
ま
れ
て
く
る
子
の
為
に
も
よ
い

母
と
し
て
お
産
に
望
み
た
い
で
す
。 清水新居

伊藤京子さん

築地新居

田中光子さん

か
い
じ
国
体
の
「
ボ
ク
シ
ン
グ
会
場
」

と
な
っ
た
本
町
は
、
一
月
二
八
日
、
次

の
第
四
二
回
国
民
体
育
大
会
(
海
邦
国

体
)
の
同
競
技
会
場
地
で
あ
る
沖
縄
県

沖
縄
市
に
国
体
旗
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

沖
縄
市
役
所
で
行
わ
れ
た
引
き
継
ぎ

式
に
は
、
泉
町
長
ら
が
出
席
し
、
「
海

邦
国
体
の
成
功
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
」
と
願
い
を
記
し
た
国
体
旗
を
贈
り

沖
縄
市
の
前
田
盛
繁
助
役
ら
と
堅
い
握

手
を
し
、
海
邦
国
体
の
成
功
を
祈
り
ま

し
た
。
国
体
旗
は
、

会
場
地
の
い
わ
ば

グ
シ
ン
ボ
ル
旗
'
沖
縄
で
は
、
リ
ハ
ー

サ
ル
大
会
も
終
わ
り
、
本
番
に
向
け
て

着
々
と
準
備
が
進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

信玄公祭り• 
『
よ
尽
な
街

m
wつ恥
即
応
』
隊

戦
国
絵
巻
を
再
現
す
る
信
玄
公
祭
り
の
甲
州
軍
団
出

障
が
、
今
年
も
、
四
月
四
日
出
(
午
後
五
時
か
ら
八
時

三

O
分
〉
に
行
わ
れ
ま
す
。
甲
州
軍
団
出
陣
は
、
県
下

各
市
町
村
と
企
業
が
主
体
と
な
っ
て
、
本
陣

(一信
玄
公
)

と
二
十
四
将
軍
団
を
編
成
し
、
総
勢

一
、
三

O
O名
の

大
軍
団
が
甲
府
駅
前
平
和
通
り
を
中
心
に
勇
壮
な
戦
国

絵
巻
を
再
現
す
る
も
の
で
す
。
本
町
は
、
昭
和
五
十
四

年
に
「

一
条
右
衛
門
大
夫
信
龍
隊
」
と
し
て
、
初
陣
し

ま
し
た
が
、

今
年
は
、
四
番
隊
の
「
土
屋
右
衛
門
尉
昌

次
隊
」
と
し
て
出
陣
し
ま
す
。

編
成
は
、
消
防
団
、
役
場
な
ど
総
勢
四

O
名
で
す
。

な
お
、
当
日
は
、
押
原
小
学
校
を
練
り
歩
く
予
定
で
す

の
で
、
み
な
さ
ん
、
ど
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

甲捌軍園出陣2
-4月4日~
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自
民
家
@
砂
恵
宮
ゐ
ヘ

転
作
目
標
面
積
百
二
十
・

九へ
M

h
『叫

交
通
事
故
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
今
日
の
大
き
な
社
会
問
川

崎

題

に

な

っ

て

い

ま

す

。

内

…
こ
の
交
通
事
故
の
当
事
者
に
私
た
ち
自
身
い
つ
早
変
り
す
る
…

即
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
、
あ
な
た
も
交
~

州

通

災

害

共

済

に

加

入

し

ま

し

ょ

う

。

川

昨
年
は
、
農
家
の
皆
さ
ん
の
理
解
あ

る
ご
協
力
で
、
米
転
作
目
標
面
積
一

O

三
・
四
加
を
達
成
す
る
乙
と
が
で
き
ま

し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
ど
承
知
の
通
り
、
農
作
物
の

総
合
的
な
自
給
力
の
強
化
と
米
需
給
の

均
衡
化
を
図
る
と
と
を
目
的
と
し
て
、

昭
和
五
三
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
き
た
『
水

田
利
用
再
編
対
策
』
は
、
今
年
度
か
ら

『
水
田
農
業
確
立
対
策
』
と
し
て
、
実

施
期
間
を
六
年
間
と
し
、
前
期
(
三
年
)

と
後
期
(
三
年
)
に
分
け
て
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

長
期
的
に
み
た
米
の
需
給
関
係
は
、

依
然
と
し
て
、
生
産
力
が
需
要
を
大
幅

に
上
回
っ
て
い
る
状
況
で
、
三
年
連
続

の
豊
作
と
な
っ
て
い
ま
す
。
乙
の
豊
作

と
米
消
費
の
低
迷
で
、
前
年
よ
り
大
幅

増
と
な
っ
た
転
作
目
標
面
積
は
、
全
国

で
七
十
七
万
加
へ
の
拡
大
と
、
助
成
補

助
金
の
大
幅
削
減
と
い
う
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
厳
し
い
条
件
で
ス
タ
ー
ト
す
る

乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

乙
の
た
め
本
町
に
も
、
前
年
よ
り
十

六
・
九
第
増
の
百
二
十
・
九
加
の
転
作

目
標
面
積
が
示
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
農

地
転
用
、
公
共
改
廃
な
ど
に
よ
り
水
田

が
減
少
す
る
中
で
乙
の
面
積
を
達
成
す

る
乙
と
は
非
常
に
厳
し
い
と
思
い
ま
す

が
、
乙
れ
が
達
成
さ
れ
な
い
と
農
業
関

係
の
補
助
金
に
大
き
く
影
響
す
る
乙
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
今
の
う
ち
か
ら
収

益
性
の
高
い
、
花
、
果
樹
、
野
菜
な
ど

へ
の
転
作
計
画
を
立
て
て
、
本
年
も
目

標
が
達
成
で
き
ま
す
よ
う
ど
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

等級 災 :写 の 度 見舞金

l等級 死 亡 1，000，000円

2等級 身体開害者福祉法施行規則別表第 5号iと規定する傷害 200.000 

3等級 治療 12ヶ月以七の傷~t: で 完治療日数 53口以上 180，000 

4等級 治療6ヶ月以上12ヶ月未満の傷害で実治療日数 27日以上 140，000 

5等級 治療 5ヶ月以上 6ヶ月未満の傷害で実治療日数 23日以上 110，000 

6等級 治療4ヶ月以上 5ヶ月未満の傷害で実治療日数 19日以上 90.000 

7等級 治療 3ヶ月以 t4ヶ月米満の傷害で実治療日数 14日以上 70，000 
一一 一一一一一一
8等級 治療 2ヶn以ヒ 3ケ)J本1品の{!r8でー完治療日数 1011以 L 50.000 

9等級 治療 1ヶ月以上 2ヶ月未満の傷害で完治療日数 6日以上 30.000 

10等ー級 治療 2週間以上 1ヶ月未満の傷害で実治療日数 4臼以上 20.000 

11等級 治療 1週間以上 2週間未満の傷害で実治療日数 3日以上 15，000 

12等級 治療 l週間未満の傷害 で 実治療日数 2l:l以上 10，000 

交通事故に関し権限を1Tする機関の先行する交通事故証明書が

提出されない場合は、治療 1ヶ月以上の傷害であっても10等級

を限度とする。

。
申
し
込
み
は
三
月
十
六
日
ま
で
に

乙
の
共
済
は
、
町
村
住
民
が
わ
ず
か

な
掛
金
を
出
し
、
交
通
事
故
に
よ
っ
て

死
亡
し
た
り
、
ケ
ガ
を
し
た
と
き
、
そ

の
被
害
者
に
見
舞
金
を
支
給
し
、
少
し

で
も
明
る
い
生
活
を
守
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
県
内
の
全
町
村
が
一
体
と
な

っ
て
実
施
し
て
い
る
。

P

町
村
住
民
の

た
め
仇
の
相
互
扶
助
制
度
で
す
。

六
十
二
年
度
分
の
申
ス
量
目
は
、
す
で
に

各
家
庭
に
届
い
て
い
る
乙
と
と
思
い
ま

す
が
、
加
入
を
希
望
す
る
方
は
申
込
書

に
記
入
し
、
各
地
区
の
交
通
安
全
母
の

会
役
員
(
婦
人
会
支
部
長
)
ま
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

郡
下
で
も
本
町
の
加
入
率
が
最
底
で

す
の
で
大
勢
の
方
々
が
加
入
下
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

初
年
度
申
し
込
み
期
限
は
、
事
務
手

続
き
等
の
関
係
で
三
月
十
六
日
ま
で
と

い
た
し
ま
す
が
、
そ
の
後
加
入
を
希
望

す
る
方
も
受
付
け
ま
す
の
で
、
役
場
総

務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

。

加

入

資

格

町
に
居
住
し
住
民
基
本
台
帳
に
登
載

わ

金

つ

舞

よ

見

し

三E
F司

報

災通

広

日
…
…
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

u

ふ

(
二
月
二
十
八
日
i
三
月
十
三
日
〉
、

春
先
は
、
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が

3
月
6
日

の

立

入

検

査

起
き
や
す
く
、
大
火
に
な
り
や
す
い
季

3
月

5
日
・
森
林
防
火
パ
ト
ロ
ー
ル

節
で
す
。

3
月
6
日
・
住
吉
病
院
消
防
総
合
訓
練

「
防
火
の
大
役
、
あ
な
た
が
主
役
」

3
月
7
日
・
一
日
消
官
民
の
委
嘱
、
ア
l

乙
の
標
語
の
も
と
に
火
災
予
防
運
動
が

，
ヶ
l
ド
街
消
防
総
合
訓
練

展
開
さ
れ
ま
す
。

3
月

8
日
・
大
型
自
舗
自
衛
消
防
隊
実

⑨

甲

府

地

区

に

お

け

る

火

災

予

防

運

動

技

訓

練

の
主
な
行
事

3
月

9
日
・
竜
王
町
役
場
消
防
訓
練

2
月
お
日
・
パ
ス
、
ト
ラ
ッ
ク
、
ハ
イ
※
期
間
中
サ
イ
レ
ン
の

一
斉
吹
鳴

~

ャ

ー

、

電

車

及

び

関

係

施

設

(

午

後

9
時
、
初
秒
間
)

ヲ、r
，凡

備考

さ
れ
て
い
る
方
、
ま
た
は
外
人
登
録
原

票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
。

六
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

。
見
舞
金
の
請
求
手
続
き

見
舞
金
は
別
表
の
と
お
り
で
す
が
不

幸
に
し
て
交
通
災
害
に
あ
っ
た
場
合
は
、

警
察
に
届
け
確
認
を
し
た
の
ち
、
役
場

総
務
課
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

。

共

済

掛

金

年

額

一

人

五
百
円

。

共

済

期

間

昭
和
六
十
二
年
四
月

一
日
か
ら
昭
和
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『
岡
島
杯
争
奪
大
会
』

~
 

h
昨
年
の
十
一
月
二
三
日
か
ら
三
十
日
ま
で
、
県
営
緑
ケ

也
丘
サ
ッ
カ
ー
場
な
ど
十
会
場
で
県
下
七
二
チ
l
ム
が
参
加

寸
パ
し
、

Y
B
S
山
梨
県
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
「
，

m

ス
岡
島
杯
争
奪
大
会
」
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

r
青
空
の
も
と
、
強
豪
が
出
場
し
た
乙

、の
大
会
に
は
、
守本

一
町
の
ス
ポ
少
も
参
加
。
ま
た
、
泉
町
長
も
応
援
に
駆
け
つ

力
け
、
日
ど
ろ
の
練
習
成
果
を
力
一
杯
発
揮
し
て
二
年
連
続

Y
の
決
勝
進
出
を
果
た
し
ま
し
た
。

↑J
対
戦
相
手
は
、
第
十
四
回
秋
季
大
会
で
優
勝
し
た
強
敵

パ
三
吉
チ
l
ム
(
都
留
)
で
、
四

0
分
間
に
わ
た
る
熱
戦
の

戸
末
、
惜
し
く
も
二
対

O
と
優
勝
は
逸
し
ま
し
た
が
、
準
優

勝
と
い
う
見
事
な
成
績
に
拍
手
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
来
年
は
、
も
っ
と
練
習
し
て
、
絶
対
に
優
勝
し
よ
う
」

と
メ
ン
バ
ー
は
話
し
て
い
ま
し
た
が
、
乙
れ
か
ら
は
、
山

梨
の
サ
ッ
カ
ー
を
盛
り
立
て
る

一
員
と
な
っ
て
く
れ
る
乙

と
で
し
ょ
う
。

4匙‘， 

昭和イレブン、スピードのある好ゲームを展開

(昭和交歓サッ力一大会・釜無グラウンドにて)

42 ・ 195km/~挑戦
後多後後後後多~後多多dグ多多多~

~築地新居マラソン大会~

、
校
内
席
者
大
会
t
)

企真剣な表情で課題「つくし」に取り組む

押原小 5年 1組のチビっ子たち

押
原
小
学
校
で
は
、

一
月
十
九
日
、

全
校
児
童
五
七
六
人
に
よ
る
校
内
一

斉
の
新
春
書
き
ぞ
め
大
会
千
聞
き
、

日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を
競
い
ま
し
た
。

乙
の
大
会
は
、
山
梨
県
連
合
教
育

会
主
催
で
、
県
下
小
中
学
校
を
対
象

に
冬
休
み
中
の
練
習
成
果
と
新
春
を

迎
え
る
心
を
文
字
に
託
そ
う
と
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
一
、
二
年
生
は
、
硬

筆
(
鉛
筆
)
で
「
は
る
」
「
う
め
」

の
題
で
詩
を
書
き
、
三
年
生
か
ら
は
、

毛
筆
で
「
つ
く
し
」
-
は
る
の
声
」

「
明
る
い
窓
」
「
春
の
山
道
」
の
新

春
に
ふ
さ
わ
し
い
課
題
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
机
に
広
げ
た
習

築
地
新
居
区
の
体
育
部
は
、

一
月
三
日
、
釜
無

工
業
団
地
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
区
民
総
参
加
の

も
と
「
四
二
、
一
九
五
回
に
挑
戦
」
と
題
し
、
新

春
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
聞
き
ま
し
た
。

乙
の
日
は
、
三
才
の
子
ど
も
か
ら
八
一
才
の
お

年
寄
り
一
一
一
一
名
が
参
加
し
、
「
四
二
、
一
九
五

同
を
一
一
一
一
人
が
リ
レ
!
で
全
力
で
走
れ
ば
世
界

記
録
も
破
れ
る
は
ず
だ
」
と
い
う
面
白
い
内
容
で

挑
戦
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
記
録
は
、
二
時
間
四

こ
分
三

O
秒
で
世
界
記
録
の
二
時
間
七
分
十
二
秒

は
破
れ
な
か
っ
た
も
の
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
企
画
で

大
好
評
で
し
た
。
乙
の
後
、
参
加
者
全
員
花
、
豚

汁
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
、
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
ま
し
た

D

是
非
、
来
年
も
之
の
記
録
を
更

新
す
る
よ
う
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

字
紙
を
前
に
や
や
緊
張
気
味
で
、
背
筋

を
の
ば
し
、
精
神
を
統
一
さ
せ
て
丁
寧

に
書
き
上
げ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
本
町
で
は
、
次
の
み
な
さ
ん

が
、
県
大
会
で
優
秀
な
作
品
と
し
て
表

彰

さ

れ

ま

し

た

。

(

敬

称

略

)

学
校
名

西
条
小

押
庁原 Hλy 

押
原
中

~ 
十

年

氏

三
年

五
年

六
年

三
年

四
年

塩

田

理

恵

藤

森

美

和

堀
之
内
幸
子

深

沢

恭

子

萩

原

淳

名
執
真
由
美

望

月

理

恵

石

原

忍

石

原

麻

子

森

田

美

和

河

田

聖

子

川

口

裕

加

五
年庁年年年 H

名
(釜無公園グラウンドで)
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伝
統
行
事
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
残

そ
う
と
、
毎
年

一
月
十
四
日
、
各
地
区

ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
形
で
道
祖
神
祭
り
、

獅
子
舞
い
、
ど
ん
ど
ん
焼
き
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

ヘU
U
J

特
に
獅
子
の
舞
う
地
区
は
、
盛
ん
で

ィ
，
〈
子
ど
も
た
ち
が
隊
列
を
組
.
ん
で
各
家
庭

を
巡
回
し
、
玄
関
先
で
太
鼓
を
鳴
ら
し

益

誘

て
、
大
き
な
袋
に
お
菓
子
を
い
っ
ぱ
い

話
臨
鳴

も
ら
い
、
今
年
も
家
内
安
全
、
無
病
息

ト
F

、
ノ
災
を
願
っ
て
い
ま
ん
た
。
ま
た
、
夜
、

/
、
ぜ
ど
ん
ど
ん
焼
き
が
行
わ
れ
、
松
飾
り
や

均
時
拶
書
初
め
、
お
札
を
火
中
に
納
め
、
今
年

縛
轍
鵠
一

年
の
豊
作
、
健
康
を
祈
り
ま
し
た
。

後
緩
ま
一
一
一
地
の
小
正
月
の
よ
う
す
を
特
集
し

わ-つよ

企西条二区では、約30年前から子

どもクラブが中心となり、 3頭

の獅子を夕方 5時から 8時頃ま

で家内安全と無病息災を願い、

各家を舞っています。どんどん

焼きと餅つきも行われ、古き良

き伝統を残しています。

し

各
地
の
表
情

報広

A河西区の獅子舞いは、若竹子どもクラブが中心

となり、朝、氏神さんにお参りしてから車に太

鼓をつけ、各組毎に分か抗、威勢のよい太鼓の

音と元気のよい獅子が一日中区内をにぎわしま

しTこ。

企清水新居区の獅子舞いは、昔は青

年団が夜明しで全戸を舞い、子ど

も達も一緒に付き歩いたのが、今

は道祖神のお参り後、祝事のあっ

た家先で 2・3回舞うだけの寂し

いものになってしまったようです。 V飯喰区は、数年前は祝事のあった

家だけ獅子が舞ったのですが、今

は全戸を舞い、子ども達も各家か

ら菓子、ミカンをもらい、楽しみ

に一緒に歩いています。この後、

正月飾りを持ち寄り、どんどん焼

きが盛大に行われました。

A 
築地新居区は、伝統行事、地域芸能を

見直し、古里への愛着を深めようと毎

年、成人の日にファミコン中心の子ど

も達に獅子舞いの体験を行い、全戸を

舞っています。

企紙漉阿原区の獅子舞いとどんどん

焼きは、無病息災と厄払いを兼ね、

戦中戦後も連綿と 130年間続いて

います。文、獅子頭には、当時の

青年の名が連記され、伝統が継承

されています。
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砂

(

父

)

小

野

幸

弥

(

母

)

み

よ

子

泣
き
声
、
笑
い
声
、
仕
草
、
日
々
成
長
し
て
い
る
息
子
|

出
産
時
の
苦
痛
も
、
ま
だ
不
器
用
な
小
さ
な
手
ゃ
あ
ど
け
な

い
笑
顔
を
見
る
た
び
に
忘
れ
て
い
く
よ
う
で
す
。

d
創
出
M
列
り
割
削

1
寸
劇
餅
側
側
斜
制
吋
刈
剣
劇
錯

し
て
お
り
ま
す
。
お
申
込
み
は
、
企
画
調
整
一
室
ま
で
。

任
期
満
了
に
伴
う
山
梨
県
知
事
選
挙
は
、
一

月
二
五
日
、
県
内
五
九
九
か
所
で
投
・
開
票
さ

れ
、
望
月
幸
明
氏
が
大
差
を
つ
け
て
三
選
を
果

し
ま
し
た
。

本
町
で
も
、
町
内
四
か
所
に
投
票
所
が
設
置

さ
れ
、
午
前
七
時
か
ら
一
斉
に
投
票
が
行
わ
れ
、

ま
た
開
票
は
、
午
後
七
時
か
ら
公
民
館
講
堂
で

行
わ
れ
、
八
時
に
は
、
確
定
し
ま
し
た
。

「
無
風
選
挙
」
と
言
わ
れ
た
た
め
か
、
投
票

率
は
、
前
回
(
昭
和
五
八
年
)
の
六
五
・
二
五

労
を
下
回
る
五
三
・
八
銘
の
低
い
投
票
率
と
な

り
ま
し
た
。

~県議選4月↑2目、町議選4月26日投票日~

な
お
、
乙
の
知
事
選
も
終
わ
り
、
い
よ
い
よ

統
一
地
方
選
に
向
け
で
、
す
で
に
動
き
出
し
て

お
り
ま
す
。
統

一
地
方
選
の
日
程
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

@
山
梨
県
議
会
議
員
選
挙

投
票
日
四
月
十
二
日
(
告
示
三
日
)

@
昭
和
町
議
会
議
員
選
挙

投
票
日
四
月
二
六
日
(
告
示
ニ
一
日
)

町
民
の
み
な
さ
ん
、
自
分
の
判
断
で
大
切
な

一
票
を
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

数

3， 353 

数iDi 
'7'ミZ

百五
刀てf専

得

者

明

別

幸

者

補

月

補

望

イ長

(戻

有
効
投
票

A
あ
な
た
の
一
票
が

あ
す
の
山
梨
を
築
く
/

744 ごう し回ネ国

4， 097 

無 57 数E
一小

5十

投効

投票区名
男女 投票当日

投票者数 投票率
棄権者

棄権率
}jIJ 有権者数 数

男 1.2 33人 6R8人 55.80受 545λ 44.20 ~謡
第一投票区

女 1，234 749 60.70 485 39.30 
(公民館

講堂) 5十 2，467 1.437 58.25 1.030 41.75 

男 1.242 620 49.92 622 50.08 
第二投票区

(西条二区
女 1.284 675 52.57 609 47.43 

i、a、hメ45:毛ζ主Eトノ】 言十 2.526 1.295 51.27 1，231 48.73 

男 1，013 509 50.25 504 49.75 
第三投票区

(上河東
女 971 557 57.36 414 42.64 

公会堂j 3十 1.984 1.066 53.73 918 46.27 

男 365 164 44.93 201 55.07 
第四投票区

L清水新居
女 379 192 50.66 187 49.34 

ハA ム;z:;;全ニヒ皆ノ、 2十 744 356 47.85 388 52.15 

男 3，853 1.981 51.41 1.872 48.59 

メEコ弘、 E十 女 3.868 2.173 56.18 1.695 43.82 

2十 7，721 4.154 53.80 3.567 46.20 

が
、
せ
め
て
も
と
ス
キ

ー

用
具
だ
け
は
上
等
の
も
の

を
買
入
し
ま
し
た
。
「
真

白
い
雪
景
色
」
と
頭
の
中

で
は
理
解
で
き
て
い
て
も
、

手
や
足
が
思
う
よ
う
に
板

ま
で
伝
わ
り
ま
せ
ん
。
そ

ん
な
も
ど
か
し
さ
が
何
と

も
ス
キ
ー
は
魅
力
で
す
。

ス
キ
!
の
前
日
な
ど
は
、

よ
く
子
ど
も
の
乙
ろ
、
遠

足
の
前
に
眠
れ
な
か
っ
た

よ
う
な
、
あ
の
時
と
同
じ

興
奮
を
乙
の
年
に
な
っ
て

も
覚
え
ま
す
。
子
ど
も
が

そ
の
ま
ま
年
だ
け
取
っ
た
よ
う
な
私
で

す
が
、
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
り
、
ま
た
、

雪
の
降
る
季
節
を
待
つ
ス
キ

l
は
我
慢

と
度
胸
の
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
思
い
ま
す
。

健
康
に
、
ま
た
人
生
を
豊
か
に
す
る
楽

し
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
是
非
、

一
生

家
族
で
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

移
は
つ
。
ひ
い
た
い
む

mv

4， 154 

4， 154 数総百一一小投

「スキーに魅せられてJ……
保さん (44才)柳沢河東中島

数

家
族
で
ス
キ

l

/

酪
農
を
営
ん
で
い
た
乙
ろ
、
夏
は
忙

し
い
た
め
、
冬
の
農
閑
期
に
出
来
、
ま

た
、
寒
く
日
の
短
か
い
一
時
期
し
か
出

来
な
い
ス
キ
ー
を
始
め
て
、
今
年
で
叩

シ
ー
ズ
ン
目
を
迎
え
ま
し
た
。

中
年
に
な
っ
て
か
ら
の
手
習
い
と
素

質
の
無
さ
で
な
か
な
か
上
達
し
ま
せ
ん

者酉一小投



一…一川沿海一ぬ
…一だけ…沙か
甥
量
一手
当
一一制
度
一一タ

児
童
手
当
は
、
六

O
年

の

法

律

改

正

四

月

一

日

現

在

で

満

九

歳

未

満

で
、
昨
年
六
月
一
日
よ
り
二
人
目
の
子
ま
た
、
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
か

ど
も
に
つ
い
て
は
、
月
額
二
、
五

O
O

ら
は
、
第
二
子
以
降
義
務
教
育
就
学
前

円
、
三
人
目
以
降
の
子
ど
も
に
つ
い
て
の
児
童
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

は
、
一
人
に
つ
き
月
額
五
、

0
0
0円

が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
新
制
度
は
、

急
激
な
変
化
を
さ
け
る
た
め
、
三
年
間

で
段
階
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
六
十
三
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
聞
は
、
次
に
該

当
す
る
子
ど
も
が
支
給
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

。
第
二
子
分
は
、
昭
和
六
十
二
年
四
月

一
日
現
在
で
満
四
歳
未
満

。
第
三
子
以
降
分
は
、
昭
和
六
十
二
年

昭和 62年 3月1日発行 (8)わ-つよし報広

通算老齢年金などの支払月が

I~H[J 62年度II(H日63fflQ 

支払月と支払年金額

厳達聖書照

2月の支払 11月、 12月、 1月の3か月分

5月の支払 2月、 3月、 4月の3か月分

8月の支払 5月、 6月、 7月の3か月分

11月の支払 8月、 9月、 10月の3か月分

乙れまで国民年金

保険および船員保険

から年 2回 (6月、

12月)支給されてい

ました通算遺族年金

等の支払し、が、昭和

62年 2月から年4固

に変更されました。

変更された支払

月と支払年金額の内

訳は右の表のとおりです。

な
お
、
次
の
受
給
資
格
要
件
に
該
当

す
る
方
で
ま
だ
児
童
手
当
の
支
給
を

受
け
て
な
い
方
は
、
役
場
住
民
課
へ
「
認

定
請
求
」
の
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

(第二子)(第三子)(第二子)

昭
和
六
十
二
年
四
月

一
日
比
新
し
く

対
象
と
な
る
方
は
、
三
月
三
十
一
日
ま

で
に
手
続
き
を
す
ま
せ
て
下
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
住
民
課
住
民
係

曾
間

2
1
1
1
(内
線

M
・
お
)

(第三子)

T=T=、今、工事中です

新
設
課
の
紹
介

女
厚
生
福
祉
課
内

い 年
」寄厚 匙
のり生
手ま福
助で祉
けの課
の「は
窓健
口康赤

l と」ち
しとや
て「ん 一一
、生か '…

町きら福祉の専門家…・・皆さんの健康は、
民がお

私たちにお任せを/

勾-
F
h
u
 

pnv 

業

越

l

工

押

澄

町

河

和
岡
昭n

U
 ∞

 

nu 
nノ“

phυ 

築地新居地内

S 62. 1. 31 
-62. 3.20 

河東中島地内

S 62. 1. 31 
-62. 3.25 

町単道路改良工事

町単農道整備工事

福

祉

係

保

健

衛

生

係

の
皆
さ
ん
の
実
情
に
あ
っ
た
福
祉
施
策

を
実
施
す
る
た
め
、
総
合
会
館
よ
り
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

仕
事
の
内
容
は
、
老
人
・
身
障
者
・

母
子
等
の
福
祉
、
生
活
保
護
、
保
育
所
、

赤
十
字
、
働
く
婦
人
の
家
、
ホ

l
ム
ヘ

ル
パ

l
、
ま
た
、
各
種
の
保
健
衛
生
指

導
、
予
防
接
種
、
成
人
病
・
結
核
予
防
、

ど
み
、
野
犬
猫
、
浄
化
槽
、
公
害
等
K

関
す
る
乙
と
が
主
な
仕
事
で
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
等
福
祉
サ
ー
ビ
ス
へ
の
積
極
的
な
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

良改路道
向
田
小

阜市中
口守道

事

町

工
側名執組

13，010，000 I昭和町飯喰 986

飯喰地内

S 62. 1. 31 
-62. 3.25 

日興建設岡

9，440，000 I昭和町押越

2130 

内地
引
山
公

居

1

3

噺

2

2

叫
屯

P
O
P
O

築

S

~

良改路

)

道
区

線
工

号

1

目
算

η
L

，t
 

道

事

町
工

井口工業側

6，690，000 I甲府市国母

5 -18 -22 

築地新居地内

S 62. 1. 31 
-62. 3.25 

町道 267号線道路改良

工事(第 2工区)



犬
山
梨
県
と
肺
が
ん

わ

第2次

結核レントゲン検診より

つよ

昨
年
の
統
計
に
よ
る
と
山
梨
県
の
肺

が
ん
患
者
は
増
え
て
い
る
と
い
う
。
わ

が
国
の
肺
が
ん
患
者
の
死
亡
者
数
は
年

々
増
加
を
示
し
、
男
性
で
は
一
九
九
一

年
(
あ
と
四
年
)
、
女
性
で
は
一
九
九

七
年
(
あ
と
十
年
)
で
胃
が
ん
に
よ
る

死
亡
を
抜
い
て
第
一
位
と
な
り
、
西
暦

二

O
一
O
年
(
二
十
数
年
後
)
に
は
世

界
一
肺
が
ん
に
よ
る
死
亡
者
数
の
多
い

固
に
な
る
と
い
う
予
測
す
ら
あ
り
ま
す
。

山
梨
県
に
お
け
る
肺
が
ん
患
者
の
増

加
は
、
他
県
を
し
の
ぐ
高
令
化
人
口
の

増
加
や
山
紫
水
明
と
さ
れ
た
山
梨
の
環

境
変
化
と
無
関
係
で
は
な
い
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
今
日
肺
が
ん
の
発
生
に
関
係

あ
る
も
の
と
し
て
タ
バ
コ
喫
煙
が
あ
げ

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
肺
が
ん
は
喫
煙
指

数
(
一
日
本
数
×
年
数
)
が
六

O
つ
以

上
(
例
え
ば
一
日
二
十
本
を
三
十
年
喫

煙
)
の
人
に
多
い
と
さ
れ
、
最
近
の
タ

し報広(9 )昭和 62年 3月 1日発行

山
梨
医
科
大
学
助
教
綬

第
二
外
科

松

川

哲

之

助

パ
コ
離
れ
現
象
の
大
き
な
理
由
の
一
つ

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
口
に
肺
が
ん
と
い
っ
て
も
い
く
つ

か
の
種
類
が
あ
り
、
代
表
的
な
も
の
と

し
て
太
い
気
管
支
に
出
来
る
」
屑
平
上

皮
が
ん
d

は
圧
倒
的
に
男
性
に
多
く
、

通
常
の
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
で
は
早

期
に
み
っ
か
り
、に
く
い
一
方
、
肺
の
末

梢
に
出
来
る
。
腺
が
ん
d

は
女
性
に
や

や
多
く
、
一
般
に
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
写

真
で
み
つ
か
る
乙
と
が
多
い
の
を
特
徴

と
し
て
い
ま
す
。

肺
が
ん
は
早
く
か
ら
転
移
を
起
し
や

す
い
た
め
、
早
く
発
見
し
手
術
を
す
る

乙
と
が
決
め
手
で
、
と
く
に
角
症
状
の
な

い
あ
る
い
は
少
な
い
早
い
時
期
に
発
見

出
来
れ
ば
、
治
る
確
率
が
高
く
な
る
乙

と
は
他
の
が
ん
の
場
合
と
同
様
で
す
。

乙
の
為
に
は
、
五
十
才
以
上
の
が
ん

年
令
、
喫
煙
指
数
六

O
O以
上
の
人
、

過
去
三
か
月
聞
に
血
疾
の
あ
っ
た
人
、

さ
ら
に
健
康
診
断
で
胸
の
写
真
に
影
が

あ
る
と
い
わ
れ
た
人
は
、
要
注
意
患
者

と
し
て
定
期
的
な
健
康
診
断
と
専
門
医

に
よ
る
精
密
検
査
を
必
ず
受
け
ら
れ
る

乙
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

が
ん
治
療
の
決
め
手
は
早
期
発
見
・

早
期
手
術
で
す
。

企
画

財
団
法
人

里
仁
会

百q
十も

つ
お
;斉

3月の税務課、申告受付相談日程表でみ

で
す
カ、

⑧
⑤
⑤
⑨
 

自
宅
で
勉
強
し
て
高
校
を
卒
業
で
き

る
の
は
、
通
信
制
高
校
だ
け
で
す
。
全

日
制
・
定
時
制
は
、
勉
強
の
し
か
た
が

違
う
だ
け
で
全
く
同
じ
内
容
で
す
。
特

定
の
科
目
だ
け
勉
強
す
る
と
と
も
で
き
、

ま
た
多
く
の
特
典
も
あ
り
ま
す
。

。

募

集

人

員

普

通

科

一

0
0人

。
募
集
期
間
三
月
三
日
か
ら
四
月
三

十
日
ま
で
。
入
学
式
は
四
月
十
九
日

の
予
定
で
す

D

な
る
べ
く
入
学
式
前

に
出
願
し
て
く
だ
さ
い
。

。
出
願
資
格
山
中
学
校
を
卒
業
の
者

問
中
学
校
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以

上
の
学
力
が
あ
る
と
学
校
長
が
認
め

た
者
。
間
年
齢
K
制
限
は
な
い
。

女
間
合
せ
・
出
願
先
県
立
中
央
高
校

昭
和
六
十
一
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
や
町
県
民
税
、
国
保
税
の
申
告
は
、

三
月
十
六
日
ま
で
で
す
。
申
告
の
時
期

は
、
税
務
署
、
役
場
の
窓
口
が
た
い
へ

ん
混
雑
し
ま
す
の
で
、
お
早
自
に
す
ま

せ
て
下
さ
い
。
町
で
は
、
地
区
別
に
受

付
相
談
日
を
設
け
て
お
り
ま
す
が
、
詳

し
く
は
、
二
月
号
広
報
を
ど
覧
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

いるし
まよてな
すう、お ( 

o IC::簿、宮甲

商記ー(26)府
業な般|市
コど社四飯
lを会 四回
ス 一 人一五
も年が 二 |
設問夜・六
け勉間四|
ら強を四二
れで利一三
てき用ー)

N
H
K
学
園
で
は
、
生
淀
学
習
講
座

の
春
の
受
講
生
と
高
等
学
校
の
生
徒
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

V
生
涯
学
習
講
座
(
通
信
講
座
)

書
道
、
硬
筆
、
俳
句
、
短
歌
、
囲

碁
な
ど
幻
講
座
で
す
。

申
込
受
付

2
月
日
日

1
4
月
日
日

V
高
等
学
校
普
通
科
コ
ー
ス
ヘ
通
信
薮
育
)

四
年
間
の
学
習
で
高
卒
資
格
が
取

得
で
き
ま
す
。

申
込
受
付

3
月
1
日
1
4
月
日
日

V
高
等
学
校
教
養
コ
ー
ス
(
通
信
教
育
)

国
語
、
英
語
な
ど
幻
科
目
を
学
習

し
ま
す
。

地区 受付期間 時間 会場

築地新居

飯 喰 3月2日 午前 9時 昭和町

河 凶 役場

上河東 3月6日 午後 4時
1階

上河東二区
ホーノレ

3月9日 (3月14日

(予備日)
は午前中

3月16臼 まで)
<I5日は休み

申
込
受
付

3
月
1
日
1
4
月
初
目

安
詳
し
い
案
内
書
を
ご
希
望
の
方
は
、

干
四

O
O

甲
府
市
飯
田
三
|

一
O

N
H
K
甲
府
放
送
局
曾
幻

1
3
1
1

一
引
越
し
の
連
絡
は
一

一

お
早
め
に
/
一

・
引
越
し
し
て
い
か
れ
る
と
き

|

年
度
末
は
件
数
が
多
く
な
る
た
め
、

引
越
し
の

4
・
5
日
前
に
必
ず
連
絡
を

し
て
く
だ
さ
い
。
水
道
は
、
引
越
し
の

日
ま
で
使
用
で
き
ま
す
。

-
使
用
者
が
か
わ
る
と
き

名
義
変
更
届
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
も
電
話
連
絡
だ
け
で
結
構
で

す
が
、
「
使
用
水
量
の
お
知
ら
せ
」
ま

た
は
「
領
収
書
」
の
水
栓
番
号
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
引
越
し
さ
れ

て
乙
ら
れ
た
と
き
に
は
、
「
水
道
使
用

開
始
の
は
が
き
」
に
所
要
事
項
を
記
入

し
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
通
常
、
水

は
止
め
て
あ
り
ま
せ
ん
。

間
合
先
甲
府
市
水
道
局
サ
ー
ビ
ス
課

受
付
係

曾

m
l
三
=
一
一
一
内
線
H

j
河
川

一
電
話
の
移
転
手
続
き
は
一

一

お

早

め

に

/

一

三
月
、
四
月
は
、
電
話
の
移
転
工
事

が
大
変
混
み
あ
い
ま
す
。
電
話
局
で
は
、

お
客
様
の
ご
要
望
に
そ
っ
て
工
事
を
進

め
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
転
居
の
ど

予
定
が
決
ま
り
し
だ
い
お
早
自
に
ど
注

文
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
せ
は
、

N
T
T
甲
府
電
報

電
話
局
(
局
番
な
し
の
一
一
六
番
)
ま
で
。
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鰍鰍鰍鰍糊保健衛生だより鰍鰍鰍

実施 日 3月5日(木j

受付時間 午後 1時--1時30分 1<判定及び BCG接種>

場 所総合会館 | 
|実施日 3月 19日(木)

該当児 昭和59年12月 1日~昭和60年 3月31日までの出生児 lI受付時間 判定-午後12時45分 --1時30分
持ち物 母子手帳・歯についての質問票・毎日使っているコッフ1

|場 所 総合会館
と歯ブラシ | 

BCG接種……午後 1時--2時

持ち物 母子手帳・問診票

※判定の結果、陰性者lとは BCGを接種しますが、つぎのような人

はBCGを接種できません。

1. 発熱しているもの、または著しい栄養障害のもの。

2. まん延性の皮膚病にかかっているもの。

3. 免疫抑制済、副腎皮質ステロイド剤などの投与を受けたもの。
持ち物 母子手帳・ 3歳児健康診査票・食べものについての質|

4. はしかの予防接種またはポリオ生ワクチン投与後 1か月以内の

ものO

5. 3種混合予防接種を受けてから 2週間以内のもの。

6. 1年以内にけいれん、ひきつけを起乙したもの勺

日時

冒場 所
昭和61年10月 1日~昭和62年 1月31日までの出生児。|

|該当児
母子手帳

昭和61年10月及び11月出生児については、検診後神経

芽細胞腫の検査方法の説明と検査セットの配付を行いま

すので60円切手 1枚または現金60円を持参ください。

O 問診表の記入もれや押印の忘れがないようにしてください。

D 接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。

〈つぎのような人は接種できません>

1. 発熱している者、または著しい栄養障害者。

2. 心臓血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっている者。

3. はしか、 BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後 1か月以内の者。

日 時 3月 14日(土)・ 28日(土)午前 9時--11時30分 1 4. インフルエンザ予防接種後2週間以内の者。

場 所 総合会館 I 5. 1年以内にけいれん、ひきつけを起乙した者。

※母子手帳の交付を受ける方は印鑑を持参してくださし」

妊娠証明書は、必要ありません。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査栄養指|日 時 3月 27日(金) 午前 10時20分--10時25分

導などを行い健康についての相談にお答えしていますのでお気|場 所 旧役場前

実施日 受付時間及び地区 該 当 児 場所 l

3月11日 午後 1時00分~ 昭和61年 2月生まれ

(水j (常永地区) 昭和61年 5月生まれ 総合
午後 1時 30分~ 会館

(西条地区 j

3月12日
午後2時00分~

昭和61年8月生まれ

(木j (押原地区) 昭和61年11月生まれ

持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具

※受付終了時間は、午後 2時30分ですのでご承知下さい。

実施 日 3月 13日(金)

場 所総合会館

該当 l尼 昭和58年12月 1日~昭和59年 2月初日までの出生児、

及び前回未受診児。

開票。

※尿検査がありますのでご承知おきください。

実施日 3月25日(水)

受付時間 午後 1時--1時30分

場 所総合会館

児

物

他

当

ち

の

該

持

そ

、¥¥¥、、、¥、、 第 回 第 2 回

実 施 日 3月 10日(火) 3月 18日(水)

時 間 午後 l時 30分~

場 所 総合 会館

対象者 妊娠 5か月以降の妊婦

持ち物 母子手帳・体操のできる服装・テキス卜代 300円

軽にお出かけください。

<ツベルクリン反応検査>

日 時 3月 17日(火j 午後 1時--2時

場 所 総合会館

該当児 ⑨昭和61年 4月 1日~昭和61年 9月30日までの出生児。

⑨昭和60年10月 1日~昭和61年 3月31日までの出生児

で未接種者。

⑨昭和61年 3月に BCGを接種した者(陽転確認のため)

※上記該当児のうち BCG接種後 1年以内の者は対象か

ら除外されます。

持ち物 母子手帳

3月24日(火) 午後 l時--2時

総合会館

惨 I期......59年 9月 1日~昭和60年2月28日までの出

生児o

~II期…… I 期 3 回を完了して I 年から l 年 6 か月以内

の者。

砂昭和58年3月 1日~昭和59年8月31日までの出生児

で未接種者。

持ち物 母子手帳・問診票

<注意事項>

O 体温がはかつてないと接種できません、体温は必ずはかつてくだ

さい。

※収集車がくるまでは飼主もいっしょにし、てくださし、。また、猫の

場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモでしっかり封をして

ください。
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《
友
達
づ
き
合
い
》

-つよ

『
喜
び
ゃ
悲
し
み
が
わ
か
ち

あ
え
る
よ
う
な
友
達
』

し

い
ま
、
大
人
の
生
活
の
な
か
に
お
け

る
問
題
点
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
地
域
連

帯
の
精
神
の
低
い
乙
と
が
、
各
方
面
か

ら
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
飽
食
時
代
の

反
映
で
し
ょ
う
か
、
子
供
社
会
K
お
い

て
も
、
仲
間
の
友
情
や
連
帯
感
K
問
題

が
生
ま
れ
て
き
て
、
し
ば
し
ば
、
非
行

や
い
じ
め
な
ど
の
危
機
的
場
面
を
つ
く

り
出
し
て
い
ま
す
。
大
人
の
社
会
に
お

け
る
つ
き
合
い
の
価
値
基
準
が
、
物
の

損
得
に
傾
き
過
ぎ
て
い
る
の
が
、
そ
の

ま
ま
、
子
供
社
会
に
う
つ
っ
て
い
る
証

拠
で
す
。

中
学
生
の
友
達

c

つ
き
合
い
は
、
親
や

教
師
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
、
小
集
団

的
に
発
展
し
勝
ち
で
す
。
乙
の
場
合
の

子
供
た
ち
の
友
人
選
択
(
小
集
団
形
成
)

報広(11)昭和 62年 3月1日発行

は
、
損
か
得
か
の
感
情
に
支
配
さ
れ
て

い
る
乙
と
が
多
い
の
で
危
険
で
す
。
自

分
の
好
み
に
合

っ
た
仲
間
で
あ
り
な
が

ら
、
真
の
友
情
が
育
ち
に
く
い
の
は
利

害
打
算
の
感
情
が
強
い
か
ら
で
す
。
反

対
に
、
親
や
教
師
が
知
っ
て
い
る
集
団
、

た
と
え
ば
、
ク
ラ
ブ
活
動
・
部
活
動
等

に
お
け
る
友
だ
ち
ず
つ
き
合
い
に
お
い
て

は
、
か
な
り
よ
い
レ
ベ
ル
で
友
情
が
育

っ
て
い
ま
す
。
趣
味
や
特
性
(
個
性
)

を
の
ば
す
た
め
に
、
仲
間
と
切
さ
た
く

磨
す
る
き
び
し
い
過
程
が
あ
る
か
ら
で

す
。
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
を
重

ね
て
報
い
ら
れ
た
と
き
の
感
動
は
、
た

い
へ
ん
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
た

と
え
報
い
ら
れ
な
く
て
も
、
苦
し
さ
を

共
に
味
わ
っ
た
友
に
対
す
る
友
好
の
度

合
は
、

K
わ
か
に
高
ま
る
と
ほ
と
ん
ど

の
子
供
が
い
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
す
べ
て
の
子
供
が
部
活
動

な
ど
に
参
加
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

し
、
参
加
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず

よ
い
結
果
が
生
ま
れ
る
と
は
か
ぎ
り
ま

せ
ん
の
で
友
達
、
、つ
き
合
い
に
つ
い
て
は
、

親
の
助
言
が
必
要
で
す
。
干
渉
や
指
示
、

命
令
で
な
く
、
喜
び
ゃ
悲
し
み
の
わ
け

合
え
る
よ
う
な
友
達
(
仲
間
)
づ
き
合

い
が
で
き
る
よ
う
に
、
あ
た
た
か
く
、

き
び
し
い
助
言
が
必
要
で
す
。

(
県
家
庭
教
育
資
料
よ
り
)

予
」
イ
ユ
ほ
イ
ユ
川
稀

へ
敬
称
略
)

柿
そ
ち
こ
ち
野
鳥
に
残
し
穫
お
わ
る

年
齢
一
ツ
ひ
と
つ
重
ね
て
筆
無
性

井

口

素

木

此
の
年
に
託
し
て
豆
は
俺
が
ま
く

日
暮
れ
追
農
え
は
夕
焼
へ
明
日
か
け
る

小

沢

春

男

あ
り
余
る
物
資
に
変
る
人
心

円
高
に
零
細
企
業
四
各
八
各

森
田

高
進
の
花
政
大
あ
り
風
見
鶏

核
な
し
の
平
和
を
祈
る
初
春
に

矢

崎

竜

星

帳
え
が
ム
ロ
っ
て
嬉
し
い
噂
へ
座
し

末
年
え
渡
し
て
幹
事
の
台
前
酒

神

戸

童

三

必
要
な
人
で
あ
り
た
い
古
希
の
春

悔
い
な
く
て
夕
べ
の
月
の
美

L
く

高

野

夏

子

心
し
て
生
き
ぬ
く
職
場
に
幸
多
く

ハ
ウ
ス
に
は
し
女
の
香
り
善
つ
み

森
田
み
づ
ほ

紅
花

陽
光
を
洛
ぴ
て
ゲ

l
ト
の
球
跳
ね
る

才
能
の
な
さ
実
年
の
迷
い
造

山
本
み
よ
子

老
か
く
す
手
だ
て
む
な
し
い
紋
の
数

老
の
坂
孫
に
負
け
じ
と
百
人
一
首

磯

部

玉

枝

日
溜
り
へ
も
う
春
を
ザ
ん
て
る
福
寿
草

紅
梅
の
香
を
の
せ
て
春
一
番

ト
沢

花
枝

幸
せ
は
孫
が
手
を
引
く
老
い
の
造

枯
草
に
芽
生
え
て
可
埠
蕗
の
と
う

場
内
美
代
子

春
を
嫁
く
車
窓
に
映
る
花
お
ぼ
ろ

え
婚
雛
混
和
な
顔
に
教
え
ら
れ

中

沢

久

子

‘' お
め
で
ど

っ• 
地

貌

なに

る
た
め
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一昭
日和
ま六
で十
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十
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桂午名
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山
田
加
津
明

工

藤

郁

子

区

西

条

二

区

紙

漉

阿

原

氏

名

石

原

慎
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久
保
木
隆
文

竹
内
万
紀
子

安

田

朔

渡
辺
謙
太
郎

依

田

美

佳

高

崎

彩

佳

十

楽

卓

矢

河

西

博

之

松

木

一

巳

久
保
川
優
輝

矢

崎

孔

明

虞
瀬
明
日
香

M

土

屋

沙

織

M

藤

田

聡

山

柿

島

恭

子

札

深

津

洋

樹

田

島

里

奈

里

吉

秀

規

風

間

雄

太

小

俣

友

里

保
公 隆光潤善恭裕正誠正 英考康耕利克 晴護
夫治夫次仁 一 司和治美均徹守隆一雄三美憲等夫者
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上
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987句勝、1

MARCH=弥生(やよい)

緑化強周期間

引の
F
A
ψ
 の向

只

ω
誕生石=ブラッドストーン(勇敢)

誕生花=黄水仙

3月の花=すみれ(私のことを思って

いてください)

2 受付ミ 68主7 一一、 ~ 11 17

3 
ひな祭 彼岸入り

耳の日

4 19 

5 20 

6 
皇后誕生日

消防記念日 |リ川教室(総合会館)

9 24 彼岸あけ

10 
安産教室(総合会館) 25 電気記念日

11 乳児健康診査(総合会館) 11 26 

12 乳児健康診査(総合会館) 11 27 

県下高等学校入学試験

28 
母子手帳交付及び一般健康相談

13 3歳児健康診査(総合会館) 日(総合会館)
リハビリ教室(総合会館)

吊手ヨ三由主本村}br~ ー僻植庸相

14 

トー、 6目、 10日
時遡 := : 13目、 17日、 20日1 一」

火・金曜日 i 、 | ヴ 11日
:24日、 27日、 31日|第 2水曜日 J

-ごみは、指定の袋で収集日当日の

午前 8時30分までにきめられた収

集場所へ出しましょう。

・清潔で住み良い生活環境を保つた

めには、住民のみなさんの協力が

必要です。
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毎月

第 4水曜日
25日

..わたしたちの町を

きれいにしよう“‘


